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町
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約
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以
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や
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流
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進
の
施
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な
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を
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設
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共
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こ
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に
も
、
近
年
頻
発
・
激
甚

化
し
て
い
る
風
水
害
に
備
え
、
防
災
・

減
災
を
強
く
意
識
し
た
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

2040 年2030 年2020 年2010 年

　

将
来
に
わ
た
り
住
み
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
町
の
現

状
と
課
題
を
踏
ま
え
て
策
定
さ
れ
た
の

が
「
立
地
適
正
化
計
画
」で
す
。「
コ
ン

パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
考
え
の
も
と
、
住
む
人
に
と
っ
て
快

適
で
安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
を
整
え
、

こ
れ
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
町
の
財

政
面
や
経
済
面
で
も
未
来
に
引
き
継
い

で
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
併
せ
て
、町
全
体
を
災
害
ハ
ザ
ー

ド
情
報
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
地
域
ご
と

の
災
害
リ
ス
ク
の
分
析
を
行
い
、
災
害

の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
取
り
組
み

方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

立
地
適
正
化
計
画
は
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
計
画
で
す

　人口減少など急激に変化する社会情勢へ対応するため、今年の３月に、これからのまちづくりの方
向性をまとめた 「岡垣町立地適正化計画」を策定しました。町は今後も、住む人にとって快適で安全・
安心な生活環境を実現・維持するとともに、財政面や経済面でも持続可能なまちづくりを目指します。

問い合わせ　都市建設課

計
画
の
概
要

▼町の人口推計グラフ

32,119 30,988
29,215

26,983

（人）

岡垣町立地適正化計画岡垣町立地適正化計画

　

役
場
・
サ
ン
リ
ー
ア
イ
周
辺
、
Ｊ
Ｒ

海
老
津
駅
周
辺
を
町
の
拠
点
と
し
て
定

め
、
公
共
施
設
や
商
業
施
設
な
ど
の
集

積
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
拠
点
を

中
心
に
公
共
交
通
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
を

確
保
す
る
こ
と
で
、
転
入
・
転
居
す
る

人
に
、
こ
の
エ
リ
ア
周
辺
へ
の
居
住
を

促
し
ま
す
。

　

一
方
、
町
の
郊
外
部
に
立
地
す
る
農

漁
業
集
落
に
は
、
災
害
リ
ス
ク
箇
所
の

周
知
を
改
め
て
行
う
と
と
も
に
、
イ
ン

フ
ラ
な
ど
の
住
環
境
を
維
持
し
な
が
ら
、

自
然
景
観
や
田
園
環
境
の
保
全
を
図
り

ま
す
。
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岡垣町立地適正化計画では、目指す将来像のもと、これからのまちづくりに対し３つの基本方針を掲げています。

岡垣
自然と共生し、
快適な暮らしを持続する都市

■基本方針

1. 町民が快適に暮らすことのできる生活拠点の形成

①岡垣町役場・岡垣サンリーアイ周辺の施設維持

②ＪＲ海老津駅周辺への施設誘導

2.子育て世代が住みたくなるような安全で良好な住環境の形成
①市街地エリアの住環境向上によるまちなか居住の推進

②豊かな自然環境の保全による市街地拡大の抑制

③農漁村エリアにおける集落環境の維持

3. 町民が安心して移動できるような交通手段の確保
①利用ニーズに応じた交通体系の形成

②集落エリアと各拠点を結ぶ交通体系の維持

③安全な歩行環境や自転車利用環境の形成

●災害リスクを踏まえたまちづくりの方向性

●都市づくりの基本方針
●都市づくりの将来像
●区域、誘導施設の設定

防災指針
岡垣町地域防災計画

各分野にかかる計画

【関連計画】
「岡垣町立地適正化計画」

整合
連携

▲岡垣町立地適正化計画

都
市
づ
く
り
の

将
来
像

未来を見据えた

まちの
これからの カタチ

　近年全国各地で頻発化・激甚化している災害に備えるため、岡垣町立地適正化計
画に防災指針を設定しました。防災指針では災害リスクの高い地区を抽出し、災害
の被害を減らすための取り組みを定めています。
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　町全体を対象に区域を設定し、各区域の土地利用方針を踏まえた、メリハリのある都市づくりを目指します。

土地利用の方針これからのまちをつくる

１１ 都市機能誘導区域 スーパーや病院など、生活に必要なさまざまな都市機
能を集約する区域

２２ 居住誘導区域 生活サービスやコミュニティが持続的に確保されるよう
居住を誘導する区域

３３ まちなかにぎわい誘発区域 公園や駐車場などを整備し、都市機能誘導区域への人
の流れを誘発する区域

４４ 既存環境維持区域 市街地の山林と調和した生活環境の維持を目指す区域

５５ 集落環境維持区域 都市拠点へのアクセスを繋ぎ、生活利便性を確保する
ことで集落環境の維持を目指す区域

６６ 自然環境保全区域 都市拠点へのアクセスを繋ぎ、生活利便性を確保しな
がら、自然環境を守る区域

７７ 災害リスクが指摘されている区域 土砂災害や水害への対策を取りながら、既存集落に居
住する人の防災意識を高め、安全性確保を目指す区域
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老朽空き家等解体補助金
町の安全と景観を保つため、岡垣町立地適正化計画で定める区域に応じて、
老朽化した空き家の解体工事費を補助します。

対　象　　解体する空き家の所有者または相続人で、次の全てに当てはまる人
　　　　　●町税などを滞納していない
　　　　　●暴力団員ではない
対象工事　 町の調査および判定実施後、補助対象となった空き家を解体し、

更地にする工事
補助額　　補助対象となる工事の1/2を補助（上限額あり）

居住誘導区域内 既存環境維持区域内
集落環境維持区域内 その他の区域

上限 50万円 上限 50万円 上限 25万円

◀
詳
し
く
は

コ
チ
ラ

親世帯：子の父母または祖父母世帯
同居：町内の同じ住宅に住むこと
近居：町内の異なる住宅に住むこと

取得種類

補助金額

単一世帯のみ 親世帯と子世帯の
同居または近居①居住誘導区域内 ③その他の区域

新築※ 10万円 5万円

交付しない

左の金額に10 万
円を加算
ただし、①②の区
域に町外から転入
した場合に限る

中古住宅購入 20万円 10万円

中古住宅を購入後、
解体して新築 50万円 25万円

町公式ホームページで閲覧することができます。
岡垣町立地適正化計画を
もっと詳しく知りたいときは

※新築とは、過去 5 年以内に住宅が
建っていた土地を購入し、新たに住宅
を建てることを指します。

既存環境維持区域内
集落環境維持区域内②

未来を見据えた

まちの
これからの カタチ

岡垣町立地適正化計画を促進するため

◀
詳
し
く
は

コ
チ
ラ

定住奨励金
岡垣町立地適正化計画で定める区域に応じて、住宅
の取得を支援します。

対　象　令和 6 年1月1日以降に住宅を取得する子育て世帯など
支給方法　補助金を一括で支給

　岡垣町立地適正化計画に基づいたまちづくりを進めるため、現在の住宅への支援制度を、土地の利用計画な
どに沿った内容へ見直しを行いました。詳しくは、町公式ホームページを見てください。

住宅への支援制度が変わります
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